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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・特記なし

＜患者様連絡事項＞

・松永　勘五郎様～本日、11：00　北病棟307号室へ任意入院となっています。

・原　美穂様～明日7/23　16：00疾病教育終了後、自宅へ退院となります。

　　　　　　　初外来8/2　11：00　あおぞらクリニック

・飯田　修子様～本日より7/23　16：00まで自宅へ外泊となっています。

・磯島　貴広様～昨日より青山荘宿泊体験の為、外泊されていました。今回が3回目の宿泊体験であり、「大分慣れました。」と話されていたとの事です。入所希望についても、「前は、40～50％位だったけど、今は80～90位ですかね。」と前向きな発言がきかれています。次回、日中・宿泊体験利用は、7/28（金）9：15から7/29（土）9：00の予定です。

＜注目患者様＞

・佐々木　悦子様～多弁で話す内容まとまりなし。スタッフへ頻回に話し掛けてきています。朝食前には、他者2名より衣類を盗ったと詰め寄られ、口論になったりとトラブルに至っており介入要しています。朝食は距離を取るため、ホールにて摂取して頂き対応しています。

　　　　　　　　　引き続き、本人の精神状態、他者とのトラブルに注意していきましょう。

＜入院患者様情報＞

患者様名　：松長　勘五郎様　男性　（307号室）

生年月日：昭和22年7月8日（70歳）

　　性別：男性

　主病名：統合失調症

入院形態：任意入院

　主治医：安ケ平Ｄｒ

保護者：大久保　たかし様（甥：姉の息子）

【入院に至った経過】

  前回退院後、(S46.9.7～H5.1.31)はグループホームへ入居。うみねこ幸房を利用し、定期的な外来通院をしていた。H27年秋頃、一緒に働いている他利用者が怒ると話し、うみねこ幸房で働く事に拒否。GH世話人が何度も訪問し、日中活動を促すが、強い拒否が続いていた。グループホームに引きこもり、飲酒したり、保清面・食事摂取も不十分な状況であり入院が検討されていた。日時調整し、7/22（土）11:30北病棟へ任意入院となる。

　

【備考】

　本人にあった生活環境の調整を検討していく。

プログラム：導入可　Aグループ　OT、リハプロ見学から始めて下さい。

食　　　事：常食
担当スタッフ：西山　羽田　金子

バイタル：体温・血圧・脈（朝）/週1回
ＧＡＦ：30点

　臨時薬：リスペリドンOD（1）2T　2×朝・夕　7日分処方。本日夕～

入院時検査：心電図、頭部CT、胸部X-P、採血、検尿、MRSAの指示が出ています。

　入院予定期間：6ヶ月

　現金管理：現金109925円持っていました。大金所持している為、ロッカーへ保管。ロッカーの鍵は、本人の認識薄く了解悪いため、一旦スタッフ預かりとして

います。通帳などは甥が管理しているとの事です。甥が来週来院するとの事。小遣いの協力依頼していましたが、本人現金所持していたため、当面は必要ないこと説明お願いします。

単独外出許可書：甥にサイン頂いています。

※私物多量にあり、必要ないものを整理し御家族へ返却分としてリネン庫にありますので、

返却お願いします。（ダンボール2箱）

